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（
挿
絵
・
麦
倉
う
さ
ぎ
）

お
国
訛
り
が
誘
う
居
酒
屋
　

（
出
雲
）
岩
本
ひ
ろ
こ

話
が
つ
い
に
素
粒
子
に
な
り

（
松
江
）
田
中
　
堂
太

当
確
が
出
た
ニ
ュ
ー
ス
速
報

（
安
来
）
根
来
　
正
幸

き
れ
い
で
す
ネ
と
余
計
な
一
言（

出
雲
）
放
ヒ
サ
ユ
キ

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
諭
す
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
松
江
）
小
谷
由
紀
子

黄
門
様
を
叱
る
代
官

（
米
子
）
板
垣
ス
エ
子

振
っ
た
手
降
ろ
す
体
操
の
フ
リ

（
沖
縄
・
石
垣
）
多
胡
　
克
己

い
つ
の
間
に
や
ら
パ
ト
カ
ー
も
来
て

（
松
江
）
水
野
貴
美
子

宇
宙
旅
行
は
み
な
宇
宙
服

（
隠
岐
の
島
）
大
田
　
有
子

少
女
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
展
開

（
出
雲
）
岡
　
　
佳
子

降
り
る
駅
ま
で
二
分
少
々

（
出
雲
）
は
な
や
の
お
き
な

見
合
い
写
真
と
ま
る
で
似
て
な
い

（
松
江
）
桃
屋
　
　
壽

オ
ヤ
ジ
譲
り
の
頑
固
一
徹

（
益
田
）
石
田
　
三
章

そ
れ
が
ご
縁
で
は
や
五
十
年

（
益
田
）
お
お
い
し
こ

手
配
写
真
は
も
っ
と
イ
ケ
メ
ン（

松
江
）
米
村
　
光
生

か
わ
い
い
目
元
見
え
ぬ
口
元

（
雲
南
）
横
山
　
一
稔

同
僚
が
つ
い
に
吹
き
出
す
披
露
宴
　

（
江
津
）
花
田
　
美
昭

ほ
め
ら
れ
て
伸
び
る
タ
イ
プ
の
子
に
育
ち

（
松
江
）
桑
谷
　
　
夢

四
世
代
続
く
老
舗
（
し
に
せ
）
の
婿
養
子

（
益
田
）
竹
内
　
良
子

オ
レ
オ
レ
と
い
な
い
息
子
が
電
話
く
れ

（
東
京
・
狛
江
）
小
川
か
を
り

青
い
目
の
女
将
（お
か
み
）す
っ
か
り
板
に
つ
き

（
浜
田
）
勝
田
　
　
艶

マ
マ
友
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
探
り
合
い

（
松
江
）
勝
部
　
政
子

懐
に
ス
ル
リ
と
入
る
次
男
坊

（
出
雲
）
野
村
た
ま
え

ニ
ッ
コ
リ
と
受
け
止
め
る
の
も
年
の
功

（
美
郷
）
芦
矢
　
敦
子

セ
ー
ル
ス
は
ま
ず
奥
さ
ま
を
狙
い
撃
ち

（
奈
良
・
奈
良
）
皆
木
み
ち
子

Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
さ
ら
わ
れ
た
け
ど
無
事
帰
還

（
松
江
）
宮
本
朝
陽
香

黒
い
も
の
黒
い
と
言
え
る
定
年
後

（
安
来
）
津
森
　
玲
子

ま
ま
ご
と
で
子
に
マ
ネ
さ
れ
る
お
母
さ
ん

（
雲
南
）
妹
尾
　
福
子

ま
た
か
い
ね
今
度
は
何
が
い
る
ん
か
ね

（
江
津
）
服
部
　
千
恵

今
日
も
ま
た
ど
っ
と
疲
れ
る
宮
仕
え

（
飯
南
）
塩
田
美
代
子

Ａ
Ｉ
も
つ
い
に
こ
こ
ま
で
来
た
ら
し
い

（
出
雲
）
行
長
　
好
友

お
子
様
は
天
才
で
す
と
売
る
教
材

（
松
江
）
今
井
　
ヒ
ロ

（
一
部
添
削
し
た
句
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

■
委
員
長

　
下
房
　
桃
菴

（
松
江
市
・
島
根
大
名
誉
教
授
）

■
委
員

　
小
豆
澤
悦
子

（
松
江
市
・
レ
ッ
ツ
連
歌
挿
絵
担
当
）

　
石
川
ア
キ
オ

（
益
田
市
・
切
り
絵
愛
好
家
）

　
植
田
　
延
裕

（
松
江
市
・
交
通
局
職
員
）

　
黒
田
　
　
光

（
益
田
市
・
詩
人
）

　
山
﨑
ま
る
む

（
松
江
市
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

　
要
木
　
木
純

（
松
江
市
・
島
根
大
教
授
）

　
山
陰
中
央
新
報
社
の
第
４
回

「
さ
ん
い
ん
ユ
ー
モ
ア
連
歌
大
賞
」

（
後
援
・
島
根
大
「
や
み
つ
く
ば

会
」
）
の
受
賞
作
が
決
ま
っ
た
。

大
賞
は
、
課
題
１
が
出
雲
市
東
福

町
の
岩
本
ひ
ろ
こ
さ
ん
、
課
題
２

は
江
津
市
波
積
町
の
花
田
美
昭
さ

ん
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

た
。

　
日
本
古
来
の
歌
の
か
た
ち
「
連

歌
」
を
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も

ら
う
の
を
目
的
に
、
全
国
か
ら
作

品
を
募
集
。
課
題
１
「
あ
っ
さ
り

と
謝
れ
ば
済
む
人
違
い
」
に
七
七

の
付
句
、
課
題
２
「
歯
の
浮
く
よ

う
な
お
世
辞
並
べ
て
」
に
五
七
五

の
付
句
が
寄
せ
ら
れ
た
。
応
募
総

数
は
９
９
８
点
（
課
題
１
＝
４
７

２
点
、
課
題
２
＝
５
２
６
点
）
だ

っ
た
。

　
審
査
は
本
紙
文
化
面
の
連
載

「
レ
ッ
ツ
連
歌
」
「
レ
ッ
ツ
連
歌

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
選
者
や
、
や
み

つ
く
ば
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
担

当
。
１
課
題
に
つ
き
大
賞
１
句
、

優
秀
賞
�
句
、
佳
作
５
句
を
選
考

し
た
。

　
大
賞
に
は
５
千
円
分
、
優
秀
賞

に
は
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈

る
。

　
大
賞
を
題
材
に
し
た
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
、
入
賞
作
品
を
紹
介
す

る
。

　
課
題
１
に
４
７
２
句
、
課
題

２
に
５
２
６
句
の
作
品
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
年
よ

り
も
ぐ
ん
と
増
え
て
、
レ
ベ
ル

も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
特
に
女

性
の
活
躍
が
目
立
っ
た
の
が
今

回
の
特
徴
で
す
。

　
課
題
１
の
大
賞
は
、
人
違
い

で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
同
郷
の
人
だ
と
気

付
く
。ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
、

「
一
杯
や
り
ま
せ
ん
か
」
―
、

な
ま

と
い
う
わ
け
で
。
「
お
国
訛
り

が
誘
う
」
と
い
う
表
現
が
気
に

入
り
ま
し
た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
意
気
投
合
し
て
「
素
粒
子
」

論
に
花
が
咲
く
―
、
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ナ

ン
セ
ン
ス
な
お
か
し
み
。
「
き

れ
い
で
す
ネ
」
く
ら
い
だ
と
ま

だ
許
せ
ま
す
が
、
そ
れ
も
し
つ

こ
く
や
る
と
、
パ
ト
カ
ー
の
お

世
話
に
な
る
。
ば
つ
の
悪
い
思

い
の
ま
ま
で
「
二
分
少
々
」は
、

ず
い
ぶ
ん
長
く
感
じ
る
も
の
で

す
。

　
課
題
２
の
大
賞
は
、
お
世
辞

も
度
が
過
ぎ
る
と
、
こ
う
い
う

こ
と
に
な
る
と
い
う
好
例
。「つ

い
に
吹
き
出
す
」
の
「つ
い
に
」

が
い
い
で
す
ね
。
場
所
が
場
所

だ
け
に
、
そ
れ
ま
で
同
僚
は
ぐ

っ
と
我
慢
を
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
が
。

　
か
を
り
さ
ん
の
句
は
、
「
い

な
い
息
子
」
、
そ
れ
に
「
電
話

く
れ
」
の
「
く
れ
」
が
お
も
し

ろ
い
表
現
だ
と
思
い
ま
し
た
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
の
下
調
べ
は
し
て
お
か
な
く

っ
ち
ゃ
な
り
ま
す
ま
い
。
「
Ｕ

Ｆ
Ｏ
に
さ
ら
わ
れ
た
」
に
は
驚

き
ま
し
た
。
い
え
、
宇
宙
人
に

も
お
世
辞
が
通
じ
る
こ
と
に
、

で
す
。

　
同
じ
前
句
に
、
こ
ん
な
に
さ

ま
ざ
ま
な
句
が
付
く
の
で
す

ね
。
選
者
の
予
想
を
超
え
た
作

品
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ず

い
ぶ
ん
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

過
去
の
入
選
作
品
は

こ
ち
ら
か
ら
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